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リンゴモニ リア病 に関す る研究

第 3報  トップジンM水和剤による実ぐされ防除効果

高橋 俊作・ 丹波  仁

(秋田県果樹試験場)
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トップシンM水和剤のモニリア病葉ぐされに対する治療

防除効果については既に報告し,1978年 から補助的防除法

として指導 してきた。1979年 ,現地でモニリア病葉ぐされ

が多発 し,開花前に トップシンM水和剤の散布が広範囲に

実施され,実 ぐされ防除に顕著な効果力潔 められ,1980年
にはトップシンM水和剤の効果発現の機作について実験し

た結果, 1～ 2の知見を得たので報告する。

(試験 1)現 地実用散布の実 ぐされ防除効果
試験方法 : 1979年 に秋田県県南部の共同防除園 (以下

共防と言う)の うち,25共防を対象とし,それぞれ 2～ 6

樹を,ス ターキング・ デリシャス,ゴールデン・デリシャ
ス,およびふしのいずれかか ら選び,1果 100果そうにつ

いて実ぐされ発生量調査を6月 上旬に行った。

結果 : 葉 ぐされ保護防除の有無に関係なく,ト ップシ
ンM水和剤の散布月日,散布濃度によって次のように区分

した。

(1)5月 5日 ～13日 ,1000倍散布共防 :10共防が該当し,

平均実ぐされ発生果そう率および実ぐされ果率は49%,11

%であり,葉 ぐされ多発 3共防ではそれぞれ65%,21%で ,

薬ぐされ少発 7共防ではそれぞれ31%,07%で あった。
②  4月 26日 ～5月 6日 ,151X倍散布共防 : 6共防が該当

し,平均実ぐされ発生果そう率および実ぐされ果率は249

%,67%であり,葉 ぐされ多発 1共防ではそれぞれ477%,150

%,葉 ぐされ少発 5共防ではそれぞれ175%,51%で あった。

0)無散布共防 : 9共防が該当し,平均実ぐされ発生果
そう率,および実ぐされ果率は507%,164%で あり,葉 ぐ

され多発 5共防ではそれぞれ629%,202%,葉 ぐされ少発
4共防ではそれぞれ355%,103%と 高い発生を示し,着果

量に不足をみた園もみられた。

以上の結果,1979年の場合 5月 5日 ～13日 (開花前 1週

間～開花直前 )に トップジンM水和剤 1000倍 を散布した共

防は葉ぐされ発生量の多少にかかわらず実ぐされ発生を抑

えたが,散布濃度が1500倍の場合は散布時期に関係なく,

また1000倍 でも5月 5日 以前の散布の場合は無散布に比較

し少ない発生であったが,効果は劣った。

表 : 開花前 トップシンM水和剤散布の
実ぐされ防除効果

注.( )内 は発生の最少～最多,< >は 平均
調査 :6月上旬,開花始め :中生種 5月 11日～ 12日
散布 :ス ピードスプレヤー,品種 :ゴールデン,ス ターキ
ング,ふ じ

表 2 開花前 トップジンM水和剤散布の
実ぐされ防除効果

注.謝
島:6′し1ン,テウラム剤1.500倍
ToP― M:ト ップシン水和剤 1,000倍

(現地実用効果・ 1979年 )
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(試験 Ⅱ)実 ぐされ防除効果の品種間差
試験方法 : 現地に設置した約 608の 開花前無散布園
と,周囲のトップシンI水和剤散布日(1000倍 ,5月 11日 )
について,ス ターキング,ゴールデン,およびふじでの防
除効果を比較した。各品種 3樹 ,1樹 1011果 そうについて6

月上旬,実 ぐされ発生量を調査した。
結果 : 3品種平均実ぐされ発生果そう率,および実ぐ
され果率は散布区で41%,06%,無散布区では559%,185
%であった。散布区の品霞間発生差は 5“ 以内であった。

(試験■)散 布時期と実ぐされ防除効果
試験方法 : 1980年 ,場内ほ場のふし,および王鈴を供
試し, 1樹 1区 ,3区制とし,ト ップシンM水和剤101Xl倍
の5月 2日散布区,6日散布区,および12日 散布区 (開花
直前 )を設置した。調査は 1樹 100果そうとし, 5月 28日

～31日 に実ぐされ発生量を調査した。

結果 :

(1)5月 2日散布区 : 実ぐされ発生果そう率,およ0嘆
ぐされ果率はふじてそれぞれ 117%,25%,王鈴でそれぞれ
810%,340%で あった。
12)5月 6日散布区 : ムしは散布区中最も少ない発生で
それぞれ80%,19%で あり,王鈴ではそれぞれ660%,221
%であった。

18)5月 12日 散布区 : ふじではそれぞれ90%,211,王
鈴ではそれぞれ57%,16%で最も少い発生量であった。
以上の結果 ,散布時期としては開花期に近いほど効果的
であった。

表 3 開花前 トップM水和剤散布時期と
実ぐされ防除効果       (1980年 )

注 .関花始め :ム し,王鈴 5月 13日
調査 :5月 28日 ～31日

(試験V)濃 度別効果
試験方法 :1980年 ,場内ほ場の国光を供試し,1樹 1区 ,
2区制とし5月 19日 (開花直前)に トップシンM水和剤1∞0
倍,51111倍,およびllXl倍 をそれぞれ散布した。一部の花に
ついて5月 22日 と24日 にそれぞれ分生胞子懸濁液 (1視野
30前後の胞子濃度)を柱頭接種し,他は自然感染とした。
自然感染防止効果については6月 4日 ,1区 100果 そうにつ
いて実ぐされ発生量を,接種区については採集し,切断調
査した。

結果 :

(1)自然感染 : 500倍 ,1 0tl倍区とも発生なく,l lX10倍 区
では実ぐされ発生果そう率 ,および実ぐされ果率は55%,

16%,無散布区では882%,708%で あった。
12)接種区 : 1∞ 倍区では両区とも発生はなく,5011倍区
では 5月 22日接種区が20%,24日接種区は0%であった。
1000倍区では 5月 22日 接種区が 204%,24日 接種区は70%
であった。

散布濃度と不稔果発生率にも差はほとんどみられなかっ

た。

表 4 開花前 トップシンI水和剤散布の
濃度と実ぐされ紡除効果

(自然発病,1980年 )

散布 :5月 19日 (開花直前),調査 :6月 4日

表 5 開花前 トフプシンM水和剤散布の
濃度と実ぐされ肪除効果

儀 種試験,1980年 )

調査 :6月 4日 (切断調査 )

察

1979年の現地実用散布の結果は開花前 1週間～開舵直前

の トップジンM水和剤1000倍散布日で実ぐされ発生防止効
果が明らかにみられたが,散布月日に

'日
間の幅がありな

が ら,いずれも効果的であったことは既に報告した通 り,

早い時期の散布は病斑拡大および分牛詢子形成阻上による

効果であり,場内ほ場で行った接種試験の結果からみて開
花直前に近い時期の散布は浸透,移行によることを示唆す
るものである。

散布時期別試験で開花直前散布が最も効果的であったの

は,試験区および試験区以外からの花への感染阻止による
と考えられる。早い時期の散布区は葉ぐされ拡大 ,分生胞
子形成阻止効果があって も,花への感染阻止は効果的でな
いためと考えられる。

濃度別の試験で高濃度ほど効果的であったことは侵透 .

移行量が多かったためであろうと考えられるが, トップシ
ンI水和剤の浸透 ,移行による効果発現の機作については
さらに検討し,証明していきたい。
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